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1 はじめに 

岩手県久慈市では,東日本大震災から 10 年以上

が経過した現在も復興を目的とした事業が進んで

いる.久慈市では,過去に,明治以降では明治三陸地震

（1896）,昭和三陸地震（1933）,チリ地震（1960）,

東日本大震災（2011）と 4 つの地震によって被害が

生じている. 

本研究では,過去に大きな津波被害を受け,今後も

大きな被害が予想される自治体の一つである岩手県

久慈市を対象に,東日本大震災前後の人口分布と道

路網の変化を考慮し,津波からの避難について考察

した. 

 

2 研究方法 

2.1 研究対象地域 

 本研究では岩手県久慈市を対象とした. 

2.2 前提条件 

 本研究は,国勢調査の基本単位区の重心点のう

ち,東日本大震災での津波浸水域内に位置する点

を避難開始地点,道路網上で津波浸水域と交差す

る点を浸水域脱出地点,津波浸水域外の避難所を

避難場所とした.また,避難開始地点から最寄りの

避難場所に最短経路で避難する方法を｢直接避難

優先｣,避難開始地点から最短経路で津波浸水域を

脱出しその後最寄りの避難場所に最短経路で避難

する方法を｢浸水域脱出優先｣と定めた.避難速度

は,年代別（5 歳ごと）,男女別で分けて設定した.

避難が困難な地域の分析を行った. 

2.3 分析手順 

 本研究では ,国勢調査による久慈市の震災前後

の人口分布（基本単位区）を津波避難の開始点と

し ,GIS を用いて避難経路を解析した .また ,年代

 

図１. 震災前における久慈市の人口分布 

 

図２.震災後における久慈市の人口分布 

 

別・男女別の歩行速度を用い,避難時間が津波到達

時間を超過した性別 ,年代について基本単位区ご

とに整理した. 

 

3 分析結果・考察 

対象地域の人口分布を図１，図２に示す.図 1 は

震災前,図 2 は震災後の分布である.両者を比較す

ると,図中央の浸水域付近の人口のマークが小さ

くなっていることがわかる.また,浸水域の中にあ

るマークは震災前後で小さくなっている.これら

の変化から震災を契機に居住地移転が行われたも 
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図 3.夜間における避難所到達人口割合(男性) 

 

図 4. 夜間における避難所到達人口割合(女性) 

 

のと考えられる.図 3 および図 4 は,久慈市内で人

口が比較的多い長内地区を対象に,歩行速度が低

下する夜間に避難した場合を想定して算出した.

避難所到達人口の割合を示したものである.図 3

は男性,図 4 は女性の結果を示しており,震災前後

で 2 つの避難方法での結果を比較している.震災

前後で比較すると,震災後で避難所に到達可能な

人口が増加傾向にあることがわかり,避難環境が

向上したものと考えられる.避難方法で比較する

と,直接避難では全ての人が避難所に到達可能で

あることが読み取れる.また,浸水域脱出優先避難

において避難が間に合わない人の多くは避難速度

が遅い高齢者がほとんどであった. 高齢の方は避

難距離の短い直接避難優先の方が特に適している

と考えられる. 

 

4 終わりに 

本研究では,久慈市における震災前後の避難に

ついて,人口分布や道路網の変化を考慮し年代

別・男女別の歩行速度を用いて分析した. 

今後は,発生が予測されている日本海溝・千島海  

１.各年代の避難時の歩行速度 

 

 

溝地震による津波浸水想定を基にした解析を行う

予定である.  
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男性 女性

年齢 [m/s] [m/s]

0-4 0.79 0.72

5-9 0.79 0.87

10-14 0.89 1.06

15-19 1.22 0.96

20-24 1.17 0.99

25-29 1.14 0.99

30-34 1.27 0.96

35-39 1.14 0.90

40-44 1.10 0.95

45-49 1.10 1.05

50-54 1.04 0.90

55-59 0.97 0.85

60-64 0.93 0.79

65-69 0.85 0.80

70-74 0.81 0.73

75-79 0.73 0.68
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